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平成２７年１２月７日 

 

  第２回 大阪市立 西 中学校 学校協議会 実施報告書 

 

大阪市立 西 中学校  

 

校園長名  山岡 良知  印 

 

日  時 平成２７年 １２月１日（火） 午後６時３０分～ （１時間） 

場  所 大阪市立西中学校 多目的室 

出 席 者 

植田 宏（会長）、倉橋 健司（委員）、和田 利章（委員）、  

小林 良堂（委員）、高野 継雄（委員）、福島 秀晃（委員） 

山岡 良知（校長）、屋島 豊市（教頭）、 

議  題 

(1)「平成 27年度 全国学力・学習状況調査」の結果の公表について 

(2) 学校評価について 

運営に関する計画自己評価（中間反省）」について 

(3)校長戦略予算について 

協議要旨 

協議の結果 意見の概要 

（1）国語Ａ・Ｂ、数学Ａ・Ｂとも全国平均を下回

ったが、経年で比較すると両教科ともＡ問題におい

て全国との差が縮んだ結果になっている。読書や家

での学習など全国との開きが大きい。家庭での自主

的な学習の定着が大きな課題である。 

 

（2）「運営に関する計画」自己評価については、 

教科から進捗状況を別紙で示す。また、学力向上に 

向けた取組みとして、学校元気アップ地域本事業と 

の協働で英語検定合格に向けた小学生への講習会 

を平行して実施した。ますます充実した取組みがで 

きている。また、教科においても漢字検定や数学検 

定、科学検定など、学力向上に向けて活発に取り組 

んでいる。 

 

（3）校長戦略予算について、今年度は加算配付を 

いただき、文科省ＩＣＴ研究指定校として、情報機 

器の充実と、学習ボランティア等による学力向上の 

ための単元ごとの授業ＤＶＤづくり等、進捗状況を 

伝えた。 

・学習面や進学などについて

は、他地域ほど大きく関心を

持たれていない保護者等が

多く見られる。保護者の仕事

を身近に見る機会があるの

も要因として考えられる。 

 

・学校選択制では、二人の生

徒保護者から本校を希望が

あり、今後はより西中学校と

しての顕著な取組み（売り）

を発信する必要がある。 

 

・いじめ対策基本方針につい

ては、現場の生徒指導とはか

け離れている面が否めない

のではないか。 

 

 

協議資料 

・「全国 学力・学習状況調査」検証シート 

・「教育指導の計画（自己評価）」中間反省 

・大阪市いじめ対策基本方針 ～子どもの尊厳を守るために～ 

備  考 
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